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実
際
に
歩
く
と
知
ら
な
か
っ
た
部

屋
、
機
能
が
沢
山
あ
り
、
目
一
杯

使
い
切
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

ん
だ
ろ
う
と
イ
メ
ー
ジ
も
膨
ら
ん

だ
。

TAKEOff!
見学で新たに気が付いた点（必要な機能、使いやすい施設配置、活動イメージなど）

銀
杏
チ
ー
ム

庭園・黒門エリア
・庭園の芝生と道が分かれていて芝生に入っていいのか
分かりにくい

・眺める庭園エリアとくつろげる芝生エリアと分ける
・庭園で、車イスでも楽に移動できるように
・周りの森に抱かれているような施設づくり
・黒門通りは足元が不安定
・黒門通りは武雄のあかりめぐりのようにライトアップ
・図書館・歴史資料館に出る道に電灯
→看板を目立たせて道自体はあまり変えないように

水路・池
・水路に水が流れていない、子どもたちの遊び場に
・水辺あそび場
・池をきれいにして魚や鳥がいるとよい
→川古の大楠公園のように
・使っていない池を活用したい

蔵
・甘酒やレモングラスティーなどの「蔵カフェ」にする
・土蔵をカフェに

図書館・歴史資料館との連携
・黒髪山のわんぱく大冒険のような取り組み

塚崎の大楠
・塚崎の大楠までの道に空き家がある
・塚崎の大楠の前の家を取りこわして広く見やすくする

大ホール棟
・エントランスにミストをつけてほしい（夏とか）
・大ホールの床に傾斜があると後ろが見やすい
・座席がズレて配置されると観やすい
・大ホールの座席案内板の数が少ないと思う
・１Fホワイエ イベント以外でも利用できるように
・２Fホワイエとてもひろい！！
・２F 車イス使いにくい
・２F トイレのスイッチの場所が分かりにくい
・点字がない
・通路にちょっと段差がある、階段が少し高い
・大ホールでイベントがある時はキッチンカーが表に出せる
スペースがあればよい

その他屋内
・調理室狭い
・屋外の自然+調理+食べる→一連を楽しめる空間に
・ABCクッキングスタジオみたいな調理室
・ちょっとした坂が多い
・基本ガラス張りに、屋内にカフェ
・会議室が多すぎ、コンパクトに
・公民館エリアをかためる
・全体的に日本語表記のみが多い
・文化会館、体育館、図書館、市内のいろんな部屋の情報・
状況が一覧で分かるシステムがほしい

・楽屋や小部屋なども情報発信する
・すぐ出せる机やイスがいろんなエリアに

その他
・屋上滑り台

栗
き
ん
と
ん
チ
ー
ム

庭園・黒門エリア
・子供向けの遊べる場がない
・市民農園
・じゃぶじゃぶ池
・池の整備（景観が悪いし市民も知らない）
→周遊スポットに！
・文化会館横の芝生スペースは、雨になると水はけが悪い
・施設周りが中途半端 池は潰すなら潰す、
キレイにするなら直ぐにでもキレイに

・使われていない緑あふれるエリアを活用したい
・武雄高校生によるクリーン活動（そうじ等）のイベント
があると良い
・市民で池の清掃をイベント化

塚崎の大楠
・標識が分かりづらい
・分かりやすく道案内・整備
・まずは雑草を刈る
・写真映えパワースポット、ジンクス

新文化棟
・避難所としての施設（シャワー、宿泊施設、給湯室）
・勉強できる施設を作る
・学習スペースの充実（デスク、イス、電源）
・カフェテラス、キッズスペース 授乳室、子ども用トイレ
・ドリンクバー
・常に使えるフリースペースを多くする
・グリーン（植物）を入れて明るく

図書館・歴史資料館との連携
・フォトスポット
・案内板の設置
・図書館に行く道があることを知る手段がほしい
・図書館↔文化会館の林道を明るく

その他
・全体的に壁紙の補修
・駅からの観光客の流れをつくる
・大ホールの外壁が大きいので、その大きさを利用した

プロジェクションマッピング等

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
ま
ず
始

め
に
向
か
っ
た
の
は
黒
門
エ
リ
ア

で
す
。
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
と

つ
な
が
る
大
切
な
通
路
で
す
が
、

昼
間
で
も
薄
暗
く
1

人
で
歩
く
の

は
少
し
不
安
な
場
所
・
・
・

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
ま

ず
は
分
か
り
や
す
い
道
案
内
・
整

備
を
徹
底
す
る
」
と
い
う
厳
し
い

ご
意
見
か
ら
、
「
武
雄
の
あ
か
り

め
ぐ
り
の
よ
う
に
明
る
く
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
」
と
い
う
今
か
ら
で

も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
ア
イ
デ

ア
を
頂
き
ま
し
た
！

薄
暗
い
雰
囲
気
を
活
か
し
、
夜

道
で
も
安
心
し
て
歩
け
る
よ
う
な

場
所
に
な
っ
た
ら
素
敵
で
す
ね
。

市
民
も
知
ら
な
っ
た

池
と
土
蔵
ど
う
活
か
す

武
雄
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い

場
所
が
沢
山
あ
っ
た
。
皆
さ
ん
の

色
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
聞
け
て
参
考

に
な
っ
た
。

施
設
の
構
造
が
複
雑
す
ぎ
る
。
誰

に
で
も
わ
か
り
や
す
い
単
純
な
も

の
が
い
い
。

建
物
よ
り
も
外
の
ス
ペ
ー
ス
を
多

く
し
て
人
が
来
や
す
い
雰
囲
気
に

し
た
い
。

令
和
４
年
9

月
17

日
（
土
）
３
回
目
の
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
10

名
。

台
風
の
影
響
で
欠
席
者
が
目
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

少
人
数
で
じ
っ
く
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

第
３
回
の
テ
ー
マ
は
「
施
設
・
敷
地
を
実
際
に
歩
い
て

み
よ
う
」
。
よ
り
具
体
的
・
現
実
的
な
話
し
合
い
に
つ
な

げ
る
た
め
、
皆
で
エ
リ
ア
を
歩
い
て
周
り
ま
し
た
！

日
時

10

月
16

日
（
日
）

10

時
～
12

時

場
所

武
雄
市
文
化
会
館

内
容

模
型
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
、

広
場
を
活
か
し
た
施
設
配
置

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

「
使
い
や
す
い
施
設
エ
リ
ア
を

考
え
よ
う
」

外
庭
は
十
分
素
晴
ら
し
い
の
で
改

修
・
建
替
え
は
色
ん
な
人
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

蚊
に
刺
さ
れ
て
か
ゆ
か
っ
た
！

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

庭
園
の
奥
ま
で
進
む
と
、
蔵
や

池
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
て
い
た
方
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の

存
在
を
知
ら
ず
、
敷
地
内
に
残
る

貴
重
な
歴
史
や
自
然
が
十
分
に
活

か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

蔵
に
つ
い
て
は
、
「
甘
酒
や
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
テ
ィ
ー
な
ど
を
提
供

で
き
る
“蔵
カ
フ
ェ
”
に
す
る
」
と

い
う
素
敵
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
整
備
が
さ

れ
て
い
な
い
池
に
関
し
て
は
、

「
子
ど
も
が
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
水
遊

び
で
き
る
場
に
」
「
市
民
で
池
の

清
掃
を
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
」
と
い

う
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
！

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

機
能
が
不
十
分
！

ま
た
、
施
設
内
を
見
学
し
て
み

る
と
「
点
字
が
な
い
」
「
ち
ょ
っ

と
し
た
段
差
が
あ
る
」
「
車
椅
子

が
使
い
に
く
い
」
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
機
能
が
不
十
分
と
い
う
こ
と

も
見
え
て
き
ま
し
た
。
若
者
か
ら

高
齢
の
方
、
障
が
い
者
、
観
光
客

ま
で
、
幅
広
い
方
々
が
ス
ト
レ
ス

な
く
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
す
ね
。


